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卒業後に進学した学生が 1 名、看護系以外の 4 年
生大学を卒業後に看護専門学校を卒業した学生が

















































カテゴリー サブカテゴリー コード 
助産学実習
は対象者と
の関わりが
多い 
助産学実習は看護学実習に比べ対
象者への実践が多い 
助産学実習では分娩介助がある 
助産学実習は母性看護学実習より学生が対象者へ直
接ケアを実施することが多い 
助産学実習は乳房ケアの実践がある 
助産学実習は看護学実習に比べ１
人の対象者との関わりが深い 
１人の対象者との関わりが深い 
助産学実習
は学生に求
められる能
力が高い 
学生なりの助産診断とそれに伴う
実践が求められる 
学生なりの助産診断とそれに伴う実践が求められる 
学生は主体的な行動が求められる 学生自らが学習し行動していくことが求められる 
主体的な指導者との関わりが求められる 
分娩介助技術の習得が必要 助産学実習では分娩介助がある 
学生に求められるレベルが高い 学生に求められるレベルが高い 
助産師学生は「わかるもの」と指導者に思われている 
助産学実習
は学生とし
ての責任を
感じる 
助産学実習は看護学実習に比べ対
象者への実践が多い 
助産学実習では分娩介助がある 
助産学実習は母性看護学実習より学生が対象者へ直
接ケアを実施することが多い 
助産学実習は乳房ケアの実践がある 
分娩介助は責任が大きい 分娩介助は学生であっても責任が大きい 
正常な分娩経過であっても異常に傾くことがある 
助産学実習
の実習体制 
休みが少なく体力的に厳しい 夜間・休日も実習（分娩待機）がある 
分娩介助では対象者の状況に左右されるため実習時
間が長い 
分娩介助は緊張が強く体力の消耗が激しい 
タイムリーな実践評価 分娩介助１例１例が評価される 
記録の提出期限がある 
指導者との関わりが多い 指導者との関わりが多い 
「助産学実習では記録の提出に時間制限があるこ
と」「助産学実習は教員よりも指導者との連携が多
くなる」と述べていた。 
 
Ⅵ．考察 
 学生は同じ周産期領域を中心として展開される
母性看護学実習と助産学実習の違いを感じており、
本研究にて【助産学実習は対象者との関わりが多
い】【助産学実習は学生に求められる能力が高い】
【助産学実習は学生としての責任を感じる】【助産
学実習の実習体制】の 4 つのカテゴリーが明らか
となった。 
助産学実習は、10例程度の分娩介助を行うとの
他、助産師の指導の下に妊産褥婦へのケアの実践
が多いという特徴がある。平成 23年、厚生労働省
が発表した「看護教育の内容と方法に関する検討
会報告書」11)の中で、看護学実習において患者層
の変化や患者の権利擁護のために実習を効果的に
行うこと、目的にあった学習体験の機会の確保が
難しくなってきていることが報告されている。助
産師を目指して養成機関に進学する者の中には、
分娩介助を見学したことのない学生がおり、学生
の母性看護学実習での経験は決して多くないと思
われる。助産学実習では母性看護学実習で学生が
経験する機会の少ない妊娠期・産褥期の保健指導
や分娩介助などを、見学ではなく、指導者や教員
の見守りのもとに学生が実施する。学生は「母性
看護学実習では見学が多いが、助産学実習ではほ
とんどが実践である」と述べており、助産学実習
では学生による実践が多いことを認識していた。
さらに学生は実習期間を通じて繰り返しケアを実
践するため、助産学実習で対象者との関わりが多
いと感じたと考える。 
助産学実習において、分娩介助や保健指導など
で対象者との関わりが多いということは、それだ
け学生に求められる能力は高くなる。日本の助産
師教育は、看護教育に積み重ねる形で行われてお
り、助産学実習では母性看護学実習に比べ、学習
内容は専門的となる。そのため、学生に求められ
る知識や技術も高度になる。学生は「学生ができ
ること、任せてもらえることが多くなる半面、求
められるレベルも高くなる」と述べており、学生
は実習での経験を通して、学生に求められる能力
の高さを実感していた。分娩介助では母子の２つ
の命と付き添う家族に目を向け、時間の経過とと
もに身体・精神状況が変化する対象者の助産診断
を行い、寄り添いながらケアを行うこと、安全な
分娩のための分娩介助技術が必要となる。実習で
学生に求められる助産診断や計画は、対象者の経
過と個別性に配慮したものであることや、学生は
分娩介助技術の習得が求められるなど、学習課題
は多く、学校で学んだ知識や技術を駆使して実践
することは容易ではない。鳥越は分娩期の助産診
断では短時間で効果的に診断過程をふまなければ
ならない難しさ 12）について述べており、それに合
わせて母子が安全に分娩を終了できるように介助
する技も習得していかなければならない分娩期の
実習は、助産学実習の中でも特に学生に求められ
るレベルは高いと考える。 
さらに分娩は正常に経過していたとしても、い
つ異常に傾くかは分かりにくい。学生は母子の２
つの命を前に、母子の安全を守るという責任を感
じながら実習をしていることが明らかになった。
また、助産学実習では対象者へのケアの実践が多
い。実習では助産師の指導・責任のもとに学生は
実践するが、分娩介助に限らず学生は対象者に直
接ケアを行うことの責任を感じていた。 
分娩は自然現象であり学生の実習時間に合わせ
て分娩が開始し終了する可能性は極めて低い。助
産学実習は分娩介助や継続事例の妊婦健診など、
夜間、休日に実習を行う学校は少なくない。特に
分娩介助では、対象者の経過によっては、実習時
間が延長することや夜間や休日に実習を行う場合
がある。先行研究では夜間実習を経験する学生が
少なくないことや学生の実習時間が予定の 1.6 倍
の時間であったこと 9）などが明らかになっている。
本研究で学生は「助産学実習は夜間や休日も関係
なく実習がある」「24 時間休みなく過酷だった」
「分娩介助は緊張が強く体力の消耗が激しい」と
述べており、夜間・休日実習に対する実習時間の
調整は学校で行われていると思われるが、助産学
実習は学生にとって過酷であることが明らかとな
った。また、分娩介助１例１例に対し指導者と振
り返りを行い、実習記録を書き次への課題を明ら
かにする。そのため実習終了時の総合評価だけで
なく、学生はタイムリーな評価を受けながら実習
を行う。タイムリーな学生へのフィードバックは
学生自身の成長や学習課題を明確にするためには
重要であるが、学生は常に評価を受け、自分自身
と向き合いながら実習を行っていることが明らか
となった。さらに学生は「助産学実習では教員よ
りも指導者との連携が多くなる」と述べており、
助産学実習の様々な場面で学生は指導者に報告・
相談を行い、助言を受けながら実習を進めていく
ことを認識していた。これらの助産学実習の実習
体制は、学生がそれまでに経験してきた看護学実
習にはない助産学実習の特徴であると考える。 
 助産学実習は助産診断・技術学、地域母子保健
及び助産管理の実習を含むとされ、10例程度の分
娩介助の実施など留意点が明らかとなっている 13）。
母性看護学は妊産褥婦および新生児への看護活動
に加え、次世代の健全育成をめざし、母性の一生
を通じた健康の維持・増進、疾病予防を目的とし
た看護活動である 14）。このような視点から各学校
で実習の定義や目標が定められていると思われる。
村上は母性看護学と助産学の境界は、業務独占で
ある助産行為と助産管理以外は重なり合っている
ことを述べており 15）母性看護学実習と助産学実習
の違いについては明らかにされていない。しかし、
助産学実習には母性看護学実習を含む看護学実習
にはない特徴があると考える。学生は 2 つの実習
を経験することで、実習の場で学生が経験するこ
とを中心に母性看護学実習と助産学実習の違いを
感じていることが明らかとなった。 
学生は助産学実習初期の頃、看護学実習とは異
なる助産学実習の体制や求められる学習課題から
戸惑うことが予想される。そのため、実習のオリ
エンテーションは重要であり、同じ周産期領域で
の実習であっても、母性看護学実習と助産学実習
の違いを説明することで、実習に臨む心の準備が
できると考える。また、母性看護学実習と助産学
実習の両方を受け入れている施設があり、その場
合、各学校の実習要綱や教員との打ち合わせで実
習目標・目的を指導者や病棟が把握しておく必要
がある。本研究結果は限られた学生の経験に基づ
き認識した両実習の違いであり、母性看護学実習
と助産学実習の違いの一部にすぎない。しかし、
学生が認識する両実習の違いを知ることで、学生
の戸惑いを軽減させ効果的な実習指導を行うこと
につながると考える。 
 
Ⅶ．結論 
 学生は母性看護学実習と助産学実習の違いとし
て【助産学実習は対象者との関わりが多い】【助産
学実習は学生に求められる能力が高い】【助産学実
習は学生としての責任を感じる】【助産学実習の実
習体制】の 4 つを認識していることが明らかにな
った。 
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